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第 1 章 緒言 

第 1 節 研究背景 

 高齢者に対するケアの考え方を広井 1）は、「ケアのモデル」の中で「生活モデル」に   

位置付けた。とりわけ看護では、高齢者のケアを考えるにあたり、高齢者が望む自律的な

生き方の実現に貢献すること 2）が目標とされている 3）。そのため、高齢者自身が援助者と

の関わりを通して主体性を発揮することが目指される。高齢者に対する看護師のとらえ方

は、高齢者に対する看護師のケアに影響すると言われている 4）5）。このことに関して柿川

6）は、医療従事者の高齢者イメージは、肯定的なイメージを持っている場合はサービスの  

向上につながり、否定的なイメージを持っている場合はサービスの質の低下を招くと指摘

している。中島ら 7）や松本ら 8）は高齢者に対する看護師のとらえ方に関し、高齢者のポ

ジティブな側面に注目すること、つまり高齢者が本来もっている能力を洞察し、自立への  

志向性を信頼して支援することに、発想を転換する必要があることを強調している。そこ

で高齢者が本来もっている能力や発想の転換とうい点において、従来からの看護の思考 

過程である問題解決型アプローチの中で、高齢者のプラス面である「強み」をどのように

活かし、看護介入をするのか、そのプロセスを明らかにできれば、高齢者の自律的な生き

方を支援する看護介入方法の一助として、示唆が得られると考える。 

第 2 節 先行研究 

 強みはストレングス(strengths)とも表現され、1990 年代にアメリカの精神保健福祉  

サービス領域から発展してきた概念である。佐久川 9）は、高齢者は加齢や病気に伴い身体

機能が衰退現象に陥りやすい反面、人生経験が豊富であり、知恵や知識が蓄えられている

などの成熟現象がみられ、ストレングスが最も発揮しやすい条件にある世代であると高齢

者ケアにおけるストレングス活用の有用性を述べている。しかし、看護領域における強み

についての現状を Feeley ら 10)は、強みを基盤にしたアプローチの認識が発展しつつある

にもかかわらず、ほとんどの看護モデルは強みの要素を持っていない、強みに注目してい

る文献においてもどのように実践に使われているのかの記載がないと、強みの活用の遅れ

を指摘している。 

第 3 節 研究目的 

 本研究では、訪問看護実践場面を通して、看護師が高齢者の強みをどのようにとらえ、

看護においてどのように強みを活かした実践をしているのかのプロセスを明らかにするこ

とを目的とする。 

 

第 2 章 研究方法 

第 1 節 研究デザイン 

 訪問看護実践場面から高齢者の強みを活かした看護実践のプロセスが明らかにするため、 

人間の行動の説明モデルを探求できる修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ

（M-GTA）による質的記述的研究デザインを採用した。 

第 2 節 研究の手順 

１．調査対象 

  経験を積んだ看護師を対象に調査するために、調査時点において高齢者の訪問看護に

従事する者で訪問看護経験が 1 年以上かつ臨床経験が 6 年以上の正看護師で、高齢者の
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強みを活かした訪問看護経験がある看護師を対象とした。調査対象者は、訪問看護事業

所の管理者より研究協力の同意を得られた者とし、訪問看護事業所の選定は複数箇所を

機縁法で行った。   

２．調査方法 

  研究の趣旨を口頭および文書で説明したのち、同意が得られた看護師に対し、各 1 回

1 時間程度の半構造的面接調査を実施した。インタビューは、対象者の同意を得た上で

IC レコーダーに録音し、高齢者の訪問看護において、強みを活かして上手くいったと思

う 1 事例について、あらかじめ用意したインタビューガイドをもとに語ってもらった。 

３．分析方法 

  半構造的面接によって得られた逐語録をデータとし、修正版グラウンデッド・セオリ

ー・アプローチ（M-GTA）に基づき実施した。本研究では分析テーマを「訪問看護場面

における高齢者の強みを活かした実践のプロセス」、分析焦点者を「強みを活かした看

護を実践している訪問看護師」とし、注意深く逐語録を読みながら分析ワークシートを 

用いて概念を生成した。   

 

第 3 章 研究結果 

データ分析の結果、訪問看護場面における高齢者の強みを活かした看護実践の構造とし

て、40 の概念、8 のサブカテゴリー、6 のカテゴリーが生成された。訪問看護における

高齢者の強みを活かした実践の過程は、高齢者を【ありのままを看る】ことにより  

【高齢者の強みの把握】がなされ、【強みを活かした看護アプローチ】をしながら、  

【強みを活かしたことでもたらされた効果の評価】が得られるように看護実践をするも

のだった。そしてこれらの過程には【育んできた看護観】が影響していた。  

 

第 4 章 考察 

 看護師が高齢者の強みをとらえる過程には、「ステレオタイプに高齢者をとらえることか

らの脱却」、「問題と捉えていたところからの読み替え」から成る〈従来のとらえ方からの

脱却〉と「ありのままを読み取る」の 2 パターンあった。前者では、加齢に伴う身体機能

の衰えがもたらす高齢者の行動から見る既存のイメージと、看護の中で従来から使われて

きた問題解決型思考が影響し、後者は『ほんとに高齢者だからという塊で、個性ってちょ

っと潰れていっちゃうんですよね。』、『在宅ってすごいなと思うことは、家に帰ってきたら

元気になっちゃったというのが、結構ありますね。』にみられるような、これまでの経験や

既存の知識から培われてきた【育んできた看護観】に影響されるものだった。看護師の見

方が高齢者に対する看護を左右させる可能性が前提にあることを認識し、高齢者をありの

ままに看られるように老年看護観をいかに育てるかが重要になることが示唆されたと 言

える。 

 訪問看護実践場面において看護師によって把握された高齢者の強みは、本人の強みであ

る「能力」、「願望」、「個別的特性」と環境面の強みである「家族」、「経済面」であった。

高齢者本人の強みで「願望」、「能力」には該当しない気質、性格、価値観を含む「個人的

特性」は今後検討を重ねていく必要はあるものの、新しい枠組みでの強みとして現すこと

に意味があることが示唆された。
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